
県民週間標語コンクール
優秀な成績を収める

　11 月９日、新城小学校で『地域が育む「かごし
まの教育」県民週間に関する標語コンクール』の
表彰式が行われました。同コンクールは、同週間
を幅広く普及させ、全県的な活動をする目的で鹿
児島県教育委員会が企画しているものです。本市
からは一松譲

じ ょ う の し ん

之進さん（２年）の「すごいでしょ
う タブレットもこんなに つかえるよ」が入選しま
した。一松さんは「賞状をもらえてドキドキした
けど嬉しかったです」と話しました。このたびの
受賞、誠におめでとうございます。

鹿児島県スポーツチャンバラ協会自道館本部選手
九州大会で優秀な成績を収める

　11 月 26 日、熊本県で第 30 回全九州スポーツチャン
バラ選手権大会が開催され、鹿児島県スポーツチャン
バラ協会自道館本部の選手が優秀な成績を収めました。
同競技は、世界各国で親しまれており、５月には特別
国民体育大会のデモンストレーションスポーツとして
開催されました。基本動作と打突競技のグランドチャ
ンピオン（全段級の１位）となった川﨑羽

は る

琉さん（龍
桜高２年）は「初めて九州の頂点に立てて嬉しいです。
佐賀県で行われる国民スポーツ大会でも頑張ります」と
話しました。今後ますますのご活躍を期待しています。

■成績一覧（敬称略）

◎基本動作　( １～２級 )　優勝／川﨑 緋
ひ ろ

琉（垂水小５年）

　　　　　　( 初段 ～２段 )　優勝／川﨑 羽
は る

琉（龍桜高２年）

　　　　　 　準優勝／鳥原 一
い っ せ い

成（中央中３年）

　　　　　　 　敢闘賞／鳥原 一
い つ き

希（鹿屋工高２年）

　　　　　　( ３段以上 )　準優勝／川﨑 勝
か つ ひ ろ

洋（一般）

◎長剣フリー　( 初段 ～２段 )　優勝／川﨑 羽琉

３位／鳥原 一成

◎二刀　( 全段級 )　優勝／鳥原 一希

◎楯小太刀　( １～３級 )　敢闘賞／川﨑 緋琉

◎楯長剣　( 初段 ～２段 )　優勝／川﨑 羽琉

　　　　　　　　　　　　 準優勝／川﨑 琉
る く

孔（中央中３年）

◎長巻・長槍　( 全段級 )　優勝／川﨑 勝洋

　　　　　　　　　　　　 準優勝／肥後 慎
し ん や

也（開陽高２年）

◎オヤカタの部　( 得物自由 )　優勝／井川 繁
し げ き

樹（一般）

◎県別対抗団体戦　準優勝／川﨑 琉孔、鳥原 一希、川﨑 羽琉

◎基本動作　グランドチャンピオン　川﨑 羽琉

◎打突競技　グランドチャンピオン　川﨑 羽琉

令和５年度垂水市子ども会大会

　12 月２日、垂水中央運動公園体育館で令和５年
度垂水市子ども会大会が開催されました。この大
会は、子ども会会員・育成者等が集い、活動発表
をとおして情報交換等を行う目的で企画したもの
です。当日は、約 100 人が参加し、松ケ崎校区の
児童がクイズや動画を交えながら分かりやすく地
域の行事や米作り等の取組みを紹介しました。大
会後は、校区で編成した子ども会会員・育成者の
チームで、たるみず綱引フェスティバルに出場し、
競技を楽しむとともに親睦を深めました。

「人権の花」運動閉校式

　12 月４日、垂水小学校で「人権の花」運動閉校
式がありました。この運動は花の栽培を通じて優
しい思いやりの心を育て、情操を豊かにし、より
豊かな人間関係を築き人権思想をはぐくむことを
目的としたものです。当日は、同校の６年生 61 人
が参加し、人権擁護委員から感謝状と記念品が手
渡され、「人権の花」のイメージに合う満開のひま
わりの花壇の前で記念撮影を行いました。垂水小
学校の皆さんが、これからも明るく笑顔いっぱい
の学校生活を送ってくれることを願っています。

内閣府主催のアイデアコンテストで
垂水高等学校が優秀な成績を収める

　12 月 13 日、「地方創生☆政策アイデアコンテス
ト 2023」へ九州地区代表として出場し、三菱 UFJ
リサーチ＆コンサルティング賞を受賞した垂水高等
学校３年の生徒たちが市長室を訪れました。このコ
ンテストは、地域経済分析システム等を活用し、地
域課題の分析を踏まえ、地域を元気にするアイデア
を競うものです。生徒たちは「たるみず ” 食 ” で元
気プロジェクト～食と健康で創るまち～」と題して
地域活性化や健康づくりを推進する内容を発表しま
した。このたびの受賞、誠におめでとうございます。

株式会社垂水中央スズキ様から
公用車の寄贈がありました

　11 月 19 日、浜平地区にある株式会社垂水中央スズキ
様で創業 50 周年お客様感謝祭が開催され、垂水市へ公
用車（軽トラック）が寄贈されました。2023 年に創業
50 周年を迎えることを記念して、ナンバーは「2350」
となっております。同社代表取締役の後迫秀

ひ で し

志さんは「た
くさんのお客様や地域の方々、頼もしい社員に支えられ
て 50 周年を迎えることができました。これからも安心
安全なカーライフを提供できるように頑張ります」と話
しました。今回のご寄贈に深く感謝申し上げるとともに、
同社の今後ますますのご発展をお祈り申し上げます。

▲ 公用車の寄贈セレモニーの様子

▲ 株式会社垂水中央スズキの皆様

▲ ご寄贈いただいた公用車
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